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３月定例会のあらまし３月定例会のあらまし
令和７年３月定例会が２月１７日から３月１０日までの２２日間の日程で開かれました。

　市長より条例の制定及び一部改正、令和６年度各会計補正予算及び令和７年度各会計当初予
算などの議案が提出され、全て原案のとおり可決しました。
　主な議案は次のとおりです。

　地域と調和する太陽光発電事業の普及を図り、併
せて市の良好な環境の保全及び災害の防止並びに市
民の安全で安心な生活の確保を目的として太陽光発
電設備の適正な設置及び管理に必要な事項を定める
ため制定するものであり、原案のとおり可決しまし
た。

●●田村市太陽光発電設備の適正な設置及び管理田村市太陽光発電設備の適正な設置及び管理
　に関する条例　に関する条例

●令和６年度補正予算●令和６年度補正予算

○一般会計補正予算（第８号）

　令和６年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算並びに企業会計補正予算が提出され、原
案のとおり可決しました。補正予算の主な内容は、次のとおりです。

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容
事　業　名 補　正　額

７億１，２７１万９千円減
（280 億 8,413 万 5 千円）

避難所生活環境整備事業 ７，９３１万１千円

新型コロナウイルス感染症予防接種委託事業 △５，７９６万１千円

　老人憩の家針湯荘の宿泊料に食事料金を含めない
ようにすることで、利用者の要望に応じた食事が提
供できるよう、所要の改正を行うものであり、原案
のとおり可決しました。

老人憩の家針湯荘老人憩の家針湯荘

●●田村市老人憩の家条例の一部を改正する条例田村市老人憩の家条例の一部を改正する条例

太陽光発電設備 （イメージ）太陽光発電設備 （イメージ）
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３月定例会において、請願１件、陳情２件が審議されました。結果は次のとおりです。
◎◎ 請願・陳情審査結果 ◎◎◎◎ 請願・陳情審査結果 ◎◎

３月定例会において、請願１件、陳情２件が審議されました。結果は次のとおりです。
請　願請　願 【継続審査】○行政区環境整備に対する区長裁量予算の確保について

　　　　　　 請願者　　常葉地域行政区長連合会　会長　先﨑　正治　
　　　　　　（紹介議員　石井　忠治議員、渡邉　照雄議員、管野　公治議員）

○特別会計補正予算
会　計　名　称 補　正　額 補正後の予算総額

国民健康保険特別会計（第５号） △７，１４３万９千円 ３４億５，８０３万４千円

介護保険特別会計（第４号） △２，５１４万４千円 　４８億６，８０６万円

後期高齢者医療特別会計（第２号） ４２０万１千円 ４億６，３３５万６千円

診療所事業特別会計（第４号） △２，１４８万７千円 １億８，８１１万５千円

○企業会計補正予算
会　計　名　称 補　正　額 補正後予算総額

水道事業
（第４号）

収益的収入 △１９４万９千円 ６億６，４４７万５千円

収益的支出 △１９４万９千円 ６億６，４４７万５千円

資本的収入 △３，５８７万８千円 １億９，２５２万９千円

資本的支出 △３，７４６万１千円 ４億１，２４９万６千円

公共下水道事業
（第３号）

収益的収入 ２，０５６万２千円 ６億１，２９２万６千円

収益的支出 △１２２万５千円 ６億　　５１７万９千円

資本的収入 △２，３８１万円 ２億７，７２６万５千円

資本的支出 △２０２万３千円 ４億９，３４５万８千円

病院事業
（第１号）

収益的収入 △６２０万円 ２億６，７０１万５千円

収益的支出 △６２０万円 ２億６，７０１万５千円

資本的収入 △６万６千円 １８億７，５１３万２千円

資本的支出 △６万６千円 １８億７，５１３万２千円

陳　情陳　情 【継続審査】○国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出について
　　　　　　 の陳情
　　　　　　 陳情者　　新日本婦人の会船引班　代表　鹿又　智子

【継続審査】○国に対し「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意
　　　　　　 見書」提出についての陳情
　　　　　　 陳情者　　新日本婦人の会船引班　代表　鹿又　智子
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令和 7 年度当初予算は、第２次田村市総合計画における「ワクワクがとまらない　自然とチャ
レンジがいきるまち　田村市」の将来像を目指すため、【地域産業を守り育て、みんなが活躍で
きるまちを目指す「働きたいまち」事業（産業振興）】、【誰もが学び、自分の可能性を広げられ
るまちを目指す「学べるまち」事業（学校教育・生涯学習）】、【地域の絆でつくる、安心して暮
らせるまちを目指す「安心と絆のまち」事業（健康・医療・福祉）】、【自然とともに、安心して
暮らせるまちを目指す「住みたいまち」事業（住環境）】、【地域の魅力を高め、活気に満ちたま
ちを目指す「支えあいのまち」事業（コミュニティ・行政経営）】の５つの目標に加え、東日本
大震災と東京電力福島第 1 原子力発電所事故からの復興を加速させる「復興事業」を進める予算
編成に取り組んだ結果、令和７年度一般会計当初予算は、総額で 292 億 3,000 万円となり、前
年度当初予算と比較して 31 億 3,000 万円、率にして 12％の増となりました。

令和７年度当初予算のあらまし令和７年度当初予算のあらまし

３９事業 　２億１，０１３万１千円

◎主な事業のピックアップ

★働きたいまち★働きたいまち

２３事業　４億１，５２１万８千円

◎主な事業のピックアップ

★学べるまち★学べるまち

あぶくま洞リニューアル事業あぶくま洞リニューアル事業 エコノミックガーデニング事業　エコノミックガーデニング事業　２，４６７万８千円２，４６７万８千円

授業推進員配置事業　授業推進員配置事業　７，２２９万１千円７，２２９万１千円
セカンド GIGA スクール構想セカンド GIGA スクール構想
端末整備事業　　　　　　　　　　　　２億９５１端末整備事業　　　　　　　　　　　　２億９５１万７千円万７千円

４，１５３万３千円４，１５３万３千円

※イメージ図※イメージ図
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令和７年度各会計当初予算案令和７年度各会計当初予算案
【一般会計総額】　２９２億３，０００万円【一般会計総額】　２９２億３，０００万円
【各特別会計総額】　８７億７，１８０万円【各特別会計総額】　８７億７，１８０万円
【各企業会計総額】　６１億７６８万４千円【各企業会計総額】　６１億７６８万４千円
【全体総額】　　　４４１億９４８万４千円を可決！！【全体総額】　　　４４１億９４８万４千円を可決！！

対前年比  １．７％の減

２８事業　 ３億９，１２８万５千円

◎主な事業のピックアップ ◎主な事業のピックアップ

対前年比  １２．０％の増

対前年比 ３９．５％の増

２５事業　２８億４，４２８万８千円

★支えあいのまち★支えあいのまち

★復興事業★復興事業

◎主な事業のピックアップ

２５事業　２６億４４３万２千円

３０事業　２８億１，２２６万１千円

新病院建設事業　２１億新病院建設事業　２１億５，１１４万３千円５，１１４万３千円

◎主な事業のピックアップ

たむらクリーンセンターたむらクリーンセンター
基幹的設備改良事業　　　　　　　　１３億基幹的設備改良事業　　　　　　　　１３億６，５０５万６，５０５万

ふるさとたむら応援寄附金事業　ふるさとたむら応援寄附金事業　１億３８万３千円１億３８万３千円

★住みたいまち★住みたいまち

★安心と絆のまち★安心と絆のまち

木材加工流通施設整備事業　１３億木材加工流通施設整備事業　１３億６，６８１万４千円６，６８１万４千円

※建設予定地※建設予定地
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●一般会計予算の内訳●一般会計予算の内訳 一般会計歳入歳出総額　２９２億３，０００万円一般会計歳入歳出総額　２９２億３，０００万円

歳入歳入
（市に入って（市に入って

くるお金）くるお金）

①市税①市税

②繰入金②繰入金

③その他自主財源③その他自主財源

令和７年度当初予算額

自
主
財
源

①  ４０億２，０５９万５千円

② 　３７億６，５９１万円

③ 　１９億６，２５１万円

依
存
財
源

④ ８９億９，６６９万６千円

⑤ ４７億　  ５９４万２千円

⑥ 　２４億６，１５０万円

⑦ １９億７，３０１万８千円

⑧ １３億４，３８２万９千円

④地方交付税④地方交付税

⑤国庫支出金⑤国庫支出金

⑥市債⑥市債

⑦県支出金⑦県支出金

⑧その他依存財源⑧その他依存財源

13.8％13.8％

12.9％12.9％

6.7％6.7％

30.8％30.8％

16.1％16.1％

8.4％8.4％

6.7％6.7％

4.6％

令和７年度当初予算額
① １億８，６５９万４千円
② ３３億７，３９２万３千円
③ ５９億７，８６５万６千円
④ ６０億１，５３４万２千円
⑤ ３７億５，７４２万７千円
⑥ １１億６，４８５万８千円
⑦ １８億９，５７０万６千円
⑧ １５億５，２１８万７千円
⑨ ２２億６，０５３万７千円
⑩ ２７億６，３３２万６千円
⑪ １億７，２１２万１千円
⑫ １億    ９３２万３千円

歳出歳出
（市で使う（市で使う

お金）お金）

②総務費②総務費

③民生費③民生費

⑤農林水産費⑤農林水産費 ④衛生費④衛生費

⑦土木費⑦土木費

⑨教育費⑨教育費

⑩公債費⑩公債費

⑪諸支出金⑪諸支出金

11.5％11.5％

20.5％20.5％

12.9％12.9％ 20.6％20.6％

6.5％6.5％

7.7％7.7％

9.5％9.5％

0.6％0.6％
①議会費

0.6％0.6％

⑥商工費⑥商工費
4.0％4.0％

⑧消防費⑧消防費
5.3％5.3％

①議会費①議会費

⑫その他⑫その他0.3％0.3％

○歳入内訳

令和７年度予算総額 割　合
自
主
財
源

９７億４，９０１万５千円 ３３. ４％

依
存
財
源

１９４億８，０９８万５千円 ６６. ６％

○歳出内訳

4.6％4.6％
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○令和７年度各特別会計予算
会　計　名　称 令和７年度当初予算額 対　前　年　比

特
別
会
計

国民健康保険 ３４億１，７７０万円 ▲４．０％
介護保険 ４６億６，７００万円 ▲０．７％
後期高齢者医療 ４億７，７８０万円 ４．２％
診療所事業 ２億　 ９３０万円 ０．９％

会　計　名　称 令和７年度当初予算額

水
道
事
業

収益的収支 ６億５，９３８万６千円
資本的収入 １億７，１１０万９千円
資本的支出 ３億８，０４５万１千円

公
共
下
水
道
事
業

収益的収入 ６億１，９５９万４千円
収益的支出 ６億１，０５６万７千円
資本的収入 ３億３，２５５万３千円
資本的支出 ５億３，１９８万８千円

病
院
事
業

収益的収支 ２億８，３２９万９千円

資本的収支 ３６億４，１９９万３千円

○令和７年度各企業会計

※収益的収支とは・・・
　経営活動によって発生する収入と
支出のことをいいます。具体的には、
収入では使用料などの料金収入が、
支出では施設の維持管理費や減価償
却費などが該当します。

※資本的収支とは・・・
　施設の建設改良に関する投資的な
収入と支出のことをいいます。具体
的には、収入では国庫補助金や企業
債が、支出では施設の建設改良費・
企業債償還金が該当します。

予算常任委員会で集中審査。予算常任委員会で集中審査。議論白熱の６日間！！議論白熱の６日間！！ 予算常任委員会予算常任委員会
委員長　遠藤　雄一令和６年度補正予算８件と令和７年度当初予算８件の合計１６議案を審査令和６年度補正予算８件と令和７年度当初予算８件の合計１６議案を審査

商工業振興費における地域おこし協力隊運営業
務の内容は。

（商工課）

みやこじスイーツゆいで、地元食材による新商
品の開発や販売を担う人材を地域おこし協力隊
１名の支援を受けて行うものであります。理由
といたしまして、みやこじスイーツゆいでは人
材不足により新商品の開発ができない状況に
なっていることに加え、現在整備を進めており
ます都路町複合商業施設に入店が決まっている
ことから、人材確保の支援を目的として地域お
こし協力隊を導入したいと考えております。

予算常任委員会審査の様子予算常任委員会審査の様子

令和７年度一般会計当初予算令和７年度一般会計当初予算

消防施設解体事業の今後の見通しは。

（生活安全課）

消防屯所の解体は８か所予定しており、場所は
大越２か所、常葉２か所、船引４か所です。現
在、消防屯所につきましては集合化を進めてお
り、使わなくなった屯所も含めて計画的に解体
をしていきたいと考えております。

（こども未来課）

新規事業の子育て支援ポータルサイト（※ 1）

構築業務の内容は。

各課で実施している子育て支援事業について、
田村市のホームページ上にポータルサイトを立
ち上げて一元的に情報を発信し、年齢別、目的
別に検索ができるようにするものです。

ＡＡ

Ｑ

ＡＡ

Ｑ

ＡＡ

Ｑ

※１　子育て支援の情報が一元的に管理されている
　　  サイトのこと。
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●議長不信任決議案について●議長不信任決議案について

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成：反対

政友会 至誠会 市民 net
たむら

改革未来
たむら 無会派

議員名

猪
　
瀬
　
　
　
明

蒲
　
生
　
康
　
博

大
河
原
　
孝
　
志

吉
　
田
　
一
　
雄

橋
　
本
　
紀
　
一

安
　
瀬
　
信
　
一

大
和
田
　
　
　
博

吉
　
田
　
文
　
夫

管
　
野
　
公
　
治

菊
　
地
　
武
　
司

石
　
井
　
忠
　
治

渡
　
邉
　
照
　
雄

佐
　
藤
　
重
　
実

石
　
井
　
忠
　
重

遠
　
藤
　
雄
　
一

二
　
瓶
　
恵
美
子

半
　
谷
　
理
　
孝

大
　
橋
　
幹
　
一

 議長不信任決議案 否決 ７ ： ９ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

 令和７年度当初予算
修正案 否決 ８ ： ９ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

 令和７年度当初予算
原案 可決 ９ ： ８ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

○：賛成　●：反対

　３月１０日に半谷理孝議員から議会人事などを理由に「議長不信任決議案」が提出されました。討論にお
いては、佐藤重実議員が「議長不信任決議案」に対して反対の討論を行いました。
　大橋議長が退場し、安瀬副議長を除く１６名で起立採決により採決した結果、賛成少数で否決されました。

●令和７年度補正予算●令和７年度補正予算

○一般会計補正予算（第１号）

　令和７年度一般会計補正予算が提出され、原案のとおり可決しました。補正予算の主な内容は、
次のとおりです。

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容
事　業　名 補　正　額

８７５万９千円増
（292 億 3,875 万 9 千円）帯状疱疹予防接種事業 ９１９万９千円

●令和７年度当初予算修正案について●令和７年度当初予算修正案について
　３月１０日に石井忠治議員から学校給食費保護者負担金の値上げを行わないとする「予算修正の動議」が
提出されました。
　市長提案の原案に賛成の蒲生康博議員、石井忠治議員提案の修正案に賛成の管野公治議員、吉田文夫議員、
菊地武司議員、半谷理孝議員による討論が行われました。
　原案への賛成討論では、学校給食に必要な経費は保護者が負担すべき点や他の手当などが拡充されている
点などから学校給食費値上げの原案に賛成の意見を述べました。
　修正案への賛成討論では、子育て応援基金、ふるさとたむら応援寄附金を活用し、学校給食費の値上げ分
を公費で負担することで、子育て支援対策の充実を図るべきなどの修正案に賛成の意見を述べました。
　起立採決により賛成少数で否決されました。

起立採決の様子 （議長不信任決議案）起立採決の様子 （議長不信任決議案）
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　請願とは、憲法第１６条に規定された国民の権利として、公の機関に対して要望を述べる行為　
　で、必ず紹介議員を要しますが、誰でも提出することができます。陳情とは、事実上の行為として
　議員の紹介なしで提出するものです。

請願・陳情のお知らせ請願・陳情のお知らせ

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　請願書などは、議会事務局へ直接持参し
てください。なお、定例会開会の５日前（土
日祝日を除く）に開かれる議会運営委員会
前日午後５時までに受付したものは、当該
定例会で審議するかどうかを議会運営委員
会で判断しますが、それ以降に受付したも
のは、次の定例会前の議会運営委員会で審
議するかどうか判断することになります。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせ
ください。
※意見書提出を求める場合は、意見書の案
　文を添付願います。

請願（陳情）書
　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
　田村市議会議長　○○○○　様
　  　請願者　住所　○○○○○○○○
　　（陳情者）  氏名　○○○○ （署名又は記名押印）

（連絡先）  電話番号　○○○○○○○○
　　　　  紹介議員　○○○○（署名又は記名押印）
　　　　　　　　　※陳情の場合は不要

　　（件名）　○○○○について
      請願（陳情）要旨　○○○・・・・
　　請願（陳情）事項　○○○・・・・

議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ

☆議会中継をインターネットで動画配信しています！！☆議会中継をインターネットで動画配信しています！！

☆市民の声を募集しています！！☆市民の声を募集しています！！

☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！

田村市議会のホームページでは、議会に関する各種情報を公開しています。
定例会等の開催日程や会議録など最新の情報をご覧になることができます。

　「たむら市政だより」、「たむら議会だより」をもっと多くの皆さんに読んでいた
だけるよう、スマートフォン用アプリ「マチイロ」を導入しました。この無料ア
プリをダウンロードすると、いつでもどこでもスマートフォンなどで「市政だより」
や「議会だより」を読むことができます。
　ダウンロード方法など詳しくは「マチイロ」のホームページをご覧ください！　

　議会や市政全般に対するご意見・ご要望などを３６０字程度で住所、氏
名をご記入いただき、顔写真を同封（添付）して持参、郵送、メールによ
り議会事務局までご寄稿ください。
　なお、ご寄稿していただきました原稿について、「市民の声掲載基準」
に基づき、掲載の可否を判断いたします。詳しくは、議会事務局までお問
い合わせください。

　田村市議会では、インターネットを活用し、本会議中継を動画配信（ライブ及び録画）しております。
市のホームページからアクセスしていただくと、代表質問や一般質問などの映像をご覧いただくことが
できます。
　なお、ライブ配信は議会開催中に、録画配信は議会閉会後 1 週間程度でご覧になることができます。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

☆アドレス☆　https://machiiro.town/☆アドレス☆　https://machiiro.town/
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　※代表質問や一般質問の欄にＱＲコードが掲載されています。スマートフォンなどで読み取ると、YouTube の録画映像に
　アクセスすることができますのでご活用ください。

代表・一般質問一覧表代表・一般質問一覧表
会派名、議員名 質　　問　　事　　項 ページ

代表質問

政友会
蒲生　康博議員

次期市長選挙について P11
令和 7 年度予算編成について 〃
田村市の観光について

至誠会
管野　公治議員

市政運営について P11
令和 7 年度当初予算編成について
次世代を育てる事業について P11
豊かさを創る施策について
命・暮らしを守る施策について

改革未来たむら
佐藤　重実議員

令和 7 年度当初予算について
市長の市政運営について
統合校あぶくま柏鵬高校の支援について P12
市職員のメンタルヘルスについて
大阪・関西万博事業について
観光事業について

市民 net たむら
菊地　武司議員

令和 7 年度当初予算について
4 年間の市政運営について
農林業政策について P12

議　員　名 質　　問　　事　　項 ページ

一般質問

吉田　一雄議員

財政状況について P13
公共交通について
まちづくりについて P13
ふるさと納税について

二瓶恵美子議員
市の人口転入・転出状況について P13
市民の生活について
新たな観光スポットと市内のイベントについて P13

吉田　文夫議員
一般質問に対する答弁について
教育振興策について P14
公的医療保険について 〃

大河原孝志議員

市役所多目的ホールについて
人口減少対策について P14
県事業について 〃
旧芦沢小学校及び旧緑小学校について

遠藤　雄一議員

防災について P15
地域おこし協力隊について 〃
給食費について
東大 10 人構想について

渡邉　照雄議員

上水道について
帯状疱疹予防ワクチンの接種について P15
市職員のビジネスケアラーについて
地域農業について P15
防犯対策について

半谷　理孝議員
白石市政 1 期目の総括について P16
定住促進について 〃
林業政策について

石井　忠治議員 新病院建設の進捗と開院に向けた諸課題について P16
中心市街地内の市道拡幅整備計画について

　議員ごとに質問事項（下表）を掲載しております。
掲載ページのない質問内容は、田村市議会 YouTube
をご利用ください。

☆田村市議会 YouTube チャンネル☆
 　https://www.youtube.com/channel/UCRFbbXHGcxXZ__l9RSphuTQ
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１人１台のタブレット端末
を整備しています。

６つの柱を設け、
編成しました。

政友会政友会
　　蒲生　康博議員　　蒲生　康博議員

令和７年度予算編成の
基本方針は。

教育環境整備の
取組みは。

　歳入面での見通しは依然として不透明ながら
も、本市の自主財源の柱である市税と地方交付税
において、前年度からの増加を見込んでおります。
　歳出面では、高齢化の進行や子育て等に対する
社会保障経費の増加に加え、公共施設の老朽化に
伴い、その多くが大規模な改修・更新時期を迎え
つつあり、道路・水道といったインフラの老朽化
も一層進む中、維持管理や更新費用が今後ますま
す増加してまいります。
　また、新たな行政需要として、ＤＸ推進による
行政コストの削減や地域経済の活性化、防災力・
治安力の向上による安心のまちづくりを見据えた
対応が求められております。
　このような状況を踏まえ新年度予算では、5 つ
の目標及び復興事業を柱とし、着実に推進する予
算を編成いたしました。

ＡＡ（総務部長）
予算編成の基本方針は。Ｑ

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

令和7年度予算編成について

至誠会至誠会
　管野　公治議員　管野　公治議員

　これまで市民の皆様の温かいご支援とご支持に
より、市政をお預かりしてまいりましたが、こ
のたび決意を新たに「前進」をスローガンに掲
げ、1 期目の取組みのさらなる充実と、風評払拭
に向けた農業の 6 次化への取組み、地域経済の活
性化を図るエコノミックガーデニングの推進、東
大 10 人構想を基軸とした将来を担う人財の育成、
新市民病院を核とした医療・介護・福祉の連携強
化、若者から選ばれ市民が憩う環境の整備、質の
高い自主防災組織の確立、歴史文化を活用した観
光政策など、市民の誰もが笑顔になれる田村市を
創造したいと強く思いを致したところでありま
す。
　再度、市政のかじ取り役として機会を与えてい
ただけるのであれば、引き続き全身全霊をもって
市政執行にあたってまいります。

ＡＡ（市長）
次期市長選挙の公約と実現に向けた決意は。Ｑ

次期市長選挙について

　物的支援については、市独自で平成 30 年度にタブ
レットを活用した学習を県内各自治体に先駆けて展開
し、1 人 1 台のタブレット端末を整備しております。
　人的支援については、本年度、個別に支援が必要な
児童生徒の教育活動を充実させるために、特別支援教
育支援員 22 人、持続可能な部活動を展開するために、
部活動指導員 6 人を配置し、英会話力向上のために、
外国人英語指導助手 8 人を任用して市内小中学校に派
遣しております。

ＡＡ（副市長）

教育に係る環境整備の取組みは。Ｑ

次世代を育てる事業について

　新年度の市政運営につきまして、市民の皆様のご判
断を前に軽々にお話をするわけにはまいりませんが、
私なりの新年度の展望といたしますと、市政全般にお
きまして、進化し、躍進する年でありたいと考えてお
ります。
　具体を申し上げますと、質の高い自主防災組織の確
立、農産物の高付加価値化、商工業の活性化と販路拡
大、観光事業の発展、教育環境の充実、市民病院を核
とした医療・介護・福祉連携による、誰一人取り残さ
れることのない社会の形成、公共交通体系の充実、治
安の維持などが施策の柱となっていくものと考えてお
ります。
　これらを確実に施策として展開をしていくために、
部長等会を通じて職員全員に「和顔愛語」で今年一年
をスタートしていきたいと、話をさせていただきまし
た。
　穏やかで柔和な顔つきと、あたたかい言葉遣いとい
う意味で、態度が優しく親しみがあることを指す四字
熟語でありますが、私や市職員にとって至極当然な接
遇や振る舞いを意味するものでもあります。
　和顔愛語、基本的なものを一つ一つ丁寧に積み上げ、
進化・躍進させる、そのような新年度の市政運営をし
てまいりたいと考えております。

ＡＡ（市長）

令和７年度市政運営の基本的な考え方は。Ｑ

市政運営について

タブレット授業の様子タブレット授業の様子 大阪 ・関西万博事業大阪 ・関西万博事業
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集落内構成員の高齢化
などです。

統合校誕生後も支援
を行っていきます。

あぶくま柏鵬高校へ
の支援は。

第６期に向けた
課題点は。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから 改革未来たむら改革未来たむら

　佐藤　重実議員　佐藤　重実議員
市民 net たむら市民 net たむら
　菊地　武司議員　菊地　武司議員

①市では現在、船引高校との連携事業として、地
域課題の解決策について協働で検討することを目
的とした地域密着型総合的探究事業や、将来の地
域リーダー育成を目的としたアクティブリーダー
育成プロジェクトなどを展開しております。
　また、「福島イノベーション・コースト構想推
進機構」と連携し、獨協大学が福島復興に資する
プロジェクトとして、船引高校において事業を展
開しております。
　そのほか、企業、学校、行政の三者が連携し、「働
きながら学び、学びながら働くことにより、生徒
を一人前の職業人に育てる」ことを目指した事業
である、デュアル実習における生徒の受入れに加
え、講演会、大学見学、資格取得など、生徒の目
標実現や学力向上に向けた事業に対しての支援を
行っております。
　市といたしましては、現在行っている船引高校
への支援を継続しつつ、統合校誕生後も様々な支
援を行ってまいりたいと考えております。

②統合校の特徴として、2 年次に進学に対応した
「文理探究系列」、就職や専門的な技能を習得する
「プロフェッショナル系統」を設け、プロフェッ
ショナル系統では、食農・6 次化、情報技術、ビ
ジネス、福祉・保育の 4 分野があり、地域を支え
る職業人を育むことをイメージし、学校を運営す
ると聞いております。
　これまでも船引高校では、デュアル実習やド
ローン学習など特色ある取組みを実践しておりま
すが、市では、統合校となった以降も学校が行う
新たな取組みや学習と連携し、生徒の目標実現や
学力向上への支援を行ってまいります。
※令和 8 年 4 月に船引高等学校と小野高等学校が
統合し、あぶくま柏鵬（はくほう）高校となります。

ＡＡ（副市長）

統合校あぶくま柏鵬高校の支援について

①あぶくま柏鵬高校への支援は。
②進学に対応した学科への市の関わり方は。

Ｑ

①中山間地域直接支払制度の評価検証については、
中山間地域における農業生産活動の維持だけでな
く、集落の活性化、環境保全などの事業効果が挙げ
られており、実際に第 5 期では 46 集落が本制度を
活用し、構成員が行う水路、農道の草刈りなどの共
同作業による営農環境の維持管理、周辺林地の下草
刈による環境保全、景観作物の作付け活動による地
域活性化などの取組みが成果を挙げております。
　課題は、集落内構成員の高齢化に伴い、農業生産
活動の継続及び事務作業の実施が年々困難になって
きており、来年度から開始される第 6 期対策におい
ては、集落協定同士の連携や統合などにより、農業
生産活動の継続、事務作業の担い手確保及び、スマー
ト農業にかかる取組みの実施に対する加算措置など
が新たに創設される予定であります。
　周知方法については、本制度の効果を多くの集落
に広げていくためにも、毎年開催している説明会の
参集範囲を、本制度の活用集落だけでなく、一般の
参加希望者まで広げるなど、より一層、制度の周知
と推進を図ってまいります。

②農林水産省が 5 年ごとに実施している農林業セン
サスでは、市全体での農業経営体数は、2015 年の
2,455 経営体から 2020 年は 2,010 経営体と、445
経営体が減少しております。
　主な要因は、農業従事者の高齢化や担い手不足に
よる農業者の減少、それに伴う耕作放棄地の拡大で
あり、農用地の集約化等に向けた取組みを加速させ
ることが喫緊の課題であります。
　現在、地域計画の策定に向けて協議しており、将
来の姿を明確化し、それぞれの地域で新規就農者が
定着できる環境整備対策を実施するため、新規就農
者育成総合対策事業をはじめとした支援制度の活用
を推進してまいります。

ＡＡ（産業部長）

農林業政策について

①中山間地域直接支払制度の第５期終了に伴う評
価検証と第６期に向けた課題点及び周知方法は。
②農家戸数の減少に対する対応策は。

Ｑ

中山間地域直接支払制度を活用した集落活動の様子中山間地域直接支払制度を活用した集落活動の様子 統合予定の船引高等学校統合予定の船引高等学校
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結婚・妊娠・出産子育て
支援事業等を行っています。

３億３，１７９万７千円の
歳出超過となっています。

　吉田　一雄議員吉田　一雄議員

基金繰入れを除いた
収支は。

人口流出抑止の
取組みは。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　二瓶恵美子議員二瓶恵美子議員

①昨年度の一般会計決算は、歳入総額 299 億 6,824
万 6,000 円、歳出総額 286 億 2,397 万 1,000 円で、
翌年度への繰越財源 2 億 6,206 万 7,000 円を差し
引いた実質収支は、10 億 8,220 万 8,000 円のプラ
スですが、お質しのあった財政調整基金の取崩しや
積立てなど、増減要素を取除いた実質単年度収支は、
3億3,179万7,000円の歳出超過となっております。

②これまでもインフラの更新や新設、点検等につい
て、社会資本整備総合交付金や過疎対策事業債、辺
地対策事業債などを財源に、地方財政措置を最大限
活用しながら進めてまいりました。
　今後におきましても、国・県の交付金や地方財政
措置等を最大限活用することに加え、公有資産の売
却・貸付による税外収入といった財源確保や、施設
総量の削減などに積極的に取組みながら、インフラ
整備と公共施設の維持管理費の確保に努めてまいり
ます。

ＡＡ（市長）

①昨年度決算における基金繰入れを除いた
収支は。
②今後のインフラ整備と公共施設の維持管理費
確保は。

Ｑ

財政状況について

　農業の後継者不足と遊休農地の増加の解決に向けて
企業を誘致することは、有効な手段と考えております。
　一方で、企業を誘致するためには、市内の農用地へ
の需要や、企業が望む条件を把握することが重要であ
ることから、現在進めております地域計画の策定によ
り、市内各地域の農用地の現状を明確化するとともに、
企業が望む条件とのマッチングなど、農業参入の支援
窓口である福島県農業経営・就農支援センター等と連
携を図りながら、農業法人や農業参入を検討する企業
に向けた情報発信を検討してまいります。

ＡＡ（副市長）

農業後継者不足解消や遊休農地の利活用を目的
とした企業誘致の有効性は。

Ｑ

まちづくりについて

　国立社会保障・人口問題研究所の推計人口の見通
しを踏まえ、令和 4 年に策定した第 2 次田村市総合
計画において、豊かな自然と歴史文化を活かし、産
業振興、教育、医療・福祉、住環境、市民協働の各
分野の取組みを着実に推進することで、定住化と雇
用拡大を図り、人口減少に歯止めをかけることとし
ております。
　市といたしましては、人口流出を抑止するために
は、市民の結婚・妊娠・出産・子育ての希望を現実
とするべく、子育て支援策を充実させるほか、移住
定住の促進、安定した雇用の創出、市民協働による
地域活性化等を通じて、人口減少を抑止することが
必要であると認識しており、人口減少対策として、
重点的に結婚・妊娠・出産・子育て支援事業、移住
定住促進事業、雇用創出事業等に取組んでおります。

ＡＡ（市長）
人口流出抑止の取組みと今後の対策は。Ｑ

市の人口転入・転出状況について

　仙台平は、展望台からの眺望とドリーネ（※２）の
見学など、自由に立ち寄れる観光スポットであり、
滝根町内を一望できる景観は、写真映えするスポッ
トとして、市内外の方から好評を得ております。
　仙台平の景観は、雄大な自然そのものが大きな魅
力であり、ブランコ等の構造物の設置は、その魅力
を損なう懸念があります。
　また、パラグライダーの滑走路でもあり、県立自
然公園区域内の第 3 種特別地域にも指定されている
ことから、慎重な対応が必要であります。
　これらの観点から、現時点では、仙台平へのブラ
ンコ整備は考えておりませんが、利用者のニーズや
安全対策及び景観への影響などを総合的に判断し、
利用団体や関係機関と協議しながら検討してまいり
ます。

ＡＡ（産業部長）

仙台平のパラグライダー滑走路にブランコを整備
する考えは。

Ｑ

新たな観光スポットと市内イベントについて

仙台平仙台平 市内遊休農地市内遊休農地

※ 2　石灰岩でできている地域が、浸食や風化
　　  を受けて形作る地形のこと｡
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下流側より工事を
進めています。

避難環境の整備と維持に
努めていきます。

　吉田　文夫議員吉田　文夫議員

学校施設の避難所
整備状況は。

大滝根川河川改修事業
の進捗状況は。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　大河原孝志議員大河原孝志議員

　市内の避難所は、指定避難所が 36 か所で、その
うち学校施設の避難所は 14 か所となっております。
　防災倉庫については、避難初期の段階で必要とな
る毛布、小型カーペット、パーテーションテントな
どの備蓄品を各地域の基幹となる避難所に分散して
配備し、各避難所へ輸送する計画としているため、
学校施設や敷地内に防災倉庫は設置しておりませ
ん。
　情報通信設備については、市内小中学校の校舎に
は、学校用のＷｉ－Ｆｉが整備されておりますが、
体育館にはネットワークが整備されていないため、
学校用のタブレット端末などを使用し情報提供する
ことを想定しております。
　冷暖房などの空調設備については、夏場の暑さに
よる熱中症対策として、本年度、各体育館に冷風機
を 2 台ずつ整備いたしました。
　また、冬季間の避難所対応のため、ストーブを市
全体で 50 台購入しており、避難所を開設する際に
学校へ配備いたします。
　今後も、災害時の様々な状況を想定し、避難環境
の整備と維持に努めてまいります。

ＡＡ（教育長）

防災倉庫、情報通信設備、避難スペースの空調等
の学校施設の避難所整備状況は。

Ｑ

教育振興策について

　短期保険証については、本年 2 月 1 日現在で 18
世帯 38 人へ交付しており、資格証明書については、
現在交付しておりません。
　また、昨年 12 月からマイナ保険証へ切り替わっ
たことに伴い、短期保険証並びに資格証明書の新規
発行が廃止となりましたので、現在交付されている
短期保険証については、有効期限終了後は、従来の
保険証に替わる資格確認書若しくは資格情報のお知
らせをそれぞれ対象となる世帯へ順次交付いたしま
す。

ＡＡ（市民部長）

短期保険証と資格証明書の交付実態は。Ｑ

公的医療保険について

　県が実施する大滝根川河川改修事業は、船引町春
山字上ノ台地内の町尻川合流点付近から、船引字落
合地内の牧野川合流点までの延長 4,400 ｍで、現在
の川幅等を踏まえ、改修区間を 2 つの区間に分類し、
下里地区の国道 288 号船引橋より下流側 1,600 ｍ
を河道掘削による改修、船引橋より上流側 2,800 ｍ
を河道拡幅による改修計画であります。
　進捗状況は、令和 4 年度から、下流側より工事を
進めており、本年度までに河道掘削が 500 ｍ完了し、
来年度以降も引き続き春山地区の河道掘削を実施す
る予定であります。
　また、上流側においては、概略設計を進めており、
対象地区の住民の方々に対して、1 月 21 日から 23
日の 3 日間にわたり、事業説明会を開催したところ
であります。
　市といたしましては、河川改修事業がより進捗が
図れるよう、国と県に対して、改めて要望書の提出
を実施しており、今後も県と連携して事業に取組ん
でまいります。

ＡＡ（建設部長）

Ｑ

県事業について

大滝根川河川改修事業の計画と進捗状況は。

①旧芦沢小学校については、これまでのところ問い
合わせはありません。
　旧緑小学校については、グループホーム等を運営
する企業からの問い合わせが 1 件ありましたが、具
体的な利活用にはつながっていないのが現状であり
ます。

②廃校施設の利活用は、市といたしましても大変重
要な課題であると捉えておりますので、引き続き検
討を重ねてまいります。

ＡＡ（副市長）

Ｑ

旧芦沢小学校及び旧緑小学校について

①企業からの施設利用に対する問い合わせは。
②両廃校の利活用は。

指定避難所 （船引中学校）指定避難所 （船引中学校）

旧緑小学校旧緑小学校
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準備を進めています。 地域課題の解決に向けた
活動を行っています。

渡邉　照雄議員渡邉　照雄議員

地域おこし協力隊の
活動実績は。公費助成の予定は。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　遠藤　雄一議員遠藤　雄一議員

　地域振興型の隊員は、移住・定住の促進、空き家
の利活用など、地域課題の解決に向けた活動を行っ
ております。
　起業型の隊員は、移住して起業することを目的と
しているもので、飲食事業、キャンプ事業、サウナ
事業、シェアハウス・カフェ事業の起業の実現に向
け、各地域で精力的に活動を行っております。
　観光振興型の隊員は、各観光施設で活動しており、
ムシムシランド配置の隊員は、小学校や市民大学な
どの昆虫勉強会で講師を務めるなど広く昆虫事業の
ＰＲを行い、あぶくま洞配置の隊員は、市農作物を
使ったスイーツの製作、販売によるイベントの盛り
上げ、また、グリーンパーク都路配置の隊員は、グ
リーンツーリズム事業に参画し体験型観光の魅力の
発信や、ディスクゴルフという新規スポーツの大会
を開催し、施設を活性化させるなどの実績がありま
す。
　課題については、任期終了後において定住につな
がらないことが挙げられ、地域活動の担い手となる
人材として、その定住・定着を図ることが必要不可
欠であると考えております。

ＡＡ（総務部長）

Ｑ

地域おこし協力隊について

活動実績と課題は。

　自主防災組織の設立については、全行政区への設
置を進めており、本年度までに 33 団体が組織され、
全 100 行政区に占める組織率は 33％であります。

ＡＡ（市長）

Ｑ

防災について

自主防災組織の組織率は。

　本年 4 月からの定期接種運用に向け、田村医師会
及び三春町、小野町と公費助成額等の調整を含めた
準備を進めており、当該取組みにおける所要額につ
いては、次期開催予定の議会に上程する計画でおり
ます。
※会期内の補正予算で可決されました。

ＡＡ（保健福祉部長）

Ｑ

帯状疱疹予防ワクチンの接種について

本市の帯状疱疹予防ワクチン公費助成の予定は。

　地域農業を改善する手立てにつきましては、農業
の後継者不足とそれに伴う耕作放棄地の増加は、地
域農業を営む上で喫緊の課題であり、意欲ある担い
手を確保し、農業を継続できる環境づくりが重要で
あると考えております。
　市では、将来の各地域の農業をどのように維持・
継続していくかの道筋を決めるための地域計画を、
本年度内に策定することとしております。
　本計画の策定にあたり、昨年度に実施した「地域
農業の将来に関するアンケート」では、地域農業を
持続していくためには、「農業法人設立の促進が重
要である。」「農地を貸出し、農地集約に協力できる。」
といった回答が多く寄せられたことから、策定され
た計画をベースとした話し合いの場を通じて、将来
の地域農業の姿を共有し、農業法人の設立促進が図
られるものと期待しております。
　また、市内には先進事例となる農事組合法人が複
数ありますので、これらの取組みを参考としながら、
進行中の基盤整備事業を契機として、農業法人化の
推進を図ることで、高齢により個人での営農が困難
となった方も、農業指導や協業することにより、農
業法人での活躍の場が創出され、地域農業の持続化
につながっていくものと考えております。
　今後も、様々な機会を捉え、農業法人の設立につ
いての支援を推進し、持続可能な地域農業の実現に
取組んでまいります。

ＡＡ（産業部長）

Ｑ

地域農業について
地域農業を改善する手立ては。

グリーンパーク都路 （ディスクゴルフ）グリーンパーク都路 （ディスクゴルフ）
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鉄筋配筋工事を進めて
います。

環境の改善に
取り組んでいきます。

半谷　理孝議員半谷　理孝議員

パワハラ等の職場環境は。新病院建設事業の
進捗は。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　石井　忠治議員　石井　忠治議員

　ハラスメントのない風通しの良い職場の実現に向
けて、ことあるごとに礼節やコミュニケーションの
重要性を職員に呼びかけてまいりました。
　現在の職場環境は、ストレスチェックの結果の推
移を見る限り、全体的に改善傾向にあるものと認識
しております。
　一方で、近年、社会問題化しているカスタマーハ
ラスメント（※ 4）については、昨年 10 月に実施し
た職員アンケートにおいて、回答者の約半数がカス
タマーハラスメントを経験しているという結果であ
り、職員のモチベーションやメンタルヘルスに影響
を及ぼしかねないものと危惧しております。
　この状況を踏まえ、本年度、名札表示の見直しや
ハラスメント対策の職員研修を実施いたしました
が、職員が最良のパフォーマンスを発揮するために
は、今後も継続して環境の改善に取り組んでいく必
要があると考えております。

ＡＡ（市長）

パワハラ等の職場環境に関する見解は。Ｑ

白石市政１期目の総括について

　昆虫課は、昆虫の聖地としてのブランドイメージ
が定着するよう、昆虫に関する情報発信を今まで以
上に強化し、交流人口の拡大を図ることを目的とし
て取組んでおり、昆虫課として、ナラ、クヌギの植
林事業は行っておりませんが、復興事業の 1 つであ
る広葉樹林再生事業として行っております。
　東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電
所事故の影響により、シイタケなどの原木や薪の出
荷ができず、広葉樹林の伐採、更新が進んでいない
ことから、将来にわたる広葉樹の産業的利用に向け
た再生、循環のために実施しております。
　令和 4 年度から 20 年度までの計画面積 900 ｈａ
のうち、本年度までに 120.9 ｈａの整備が完了する
見込みであり、広葉樹林の再生は、本市復興の絶対
条件であると認識しておりますので、引き続き計画
達成に向けた事業の進捗に努めてまいります。

ＡＡ（総務部長）

昆虫課によるナラやクヌギの植林事業の拡大は。Ｑ

定住促進について

①現在は、建屋の基礎立てが完了し、1 階床、柱や壁
部分にあたる鉄筋配筋工事を進めております。
　工程管理の一環として、市とコンストラクションマ
ネージャー（※ 3）と工事監理者及び施工者による工事
定例会議を月 2 回実施し、施工者からの月間及び中期
工程の進捗についての報告を受け、現場に赴き施工状
況を確認しております。

②田村地方公立 3 病院の機能分化、連携強化について
は、田村地方に存する医療機関が、一つの総合病院で
あるかのように、相互に連携と分担をしながら、軽症
から中等症患者への地域対応率を高めることを目指し
ております。
　現在、公立 3 病院間での連携強化を図るため、各
病院の病床情報の共有化を図り、入退院管理をワンス
トップで行える体制づくりを進めております。
　また、「田村地域医療対策協議会」を令和 5 年 11
月に設置し、機能分担や連携のあり方を協議すること
としております。

③開院後の財政負担は、新病院運営にかかる指定管理
料や病院事業債の償還金、起債利息などがあり、一般
会計の負担額は、令和 9 年度から令和 13 年度までの
5 年間では、建設工事起債償還に加えて、医療情報シ
ステム購入の起債償還を要するため、年平均で約 5 億
300 万円となり、その後、令和 14 年度から全ての起
債償還が完了する、令和 37 年度までの負担額は、年
平均で約 4 億 7,500 万円と試算しております。
　一方でこれらの交付税措置として、年間約1億2,000
万円が見込まれるため、開院後、令和 9 年度から起債
償還が完了する令和 37 年度までの実質財政負担額は、
平均して年間約 3 億 5,900 万円程度と見込んでおりま
す。

ＡＡ（市長）

Ｑ

新病院建設の進捗と開院に向けた諸課題について

①新病院建設事業の進捗と工程会議等の開催や現場
管理・監督の状況は。
②田村地方の地域医療機関との機能分化及び連携強
化プランは。
③新病院開院後における市の財政負担見込み額は。

（旧） （新）

　　　　新市民病院完成イメージ　　　　新市民病院完成イメージ

※３　プロジェクトの目的を的確に把握し、

　　　全体の設計方針を設定する者。

※４　顧客等からの過剰な要求や不当な言い

　　　がかり等の悪質なクレームのこと。
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各常任委員会活動報告各常任委員会活動報告
総務文教常任委員会総務文教常任委員会

　条例の制定２件、関係条例の整理２件、条例の一部改正５件などの議案が付託され、全て原案の
とおり可決すべきものと決定しました。

議案１２件を審査し、全て可決すべきものと決定議案１２件を審査し、全て可決すべきものと決定

田村市太陽光発電設備の適正な設置及
び管理に関する条例 市民生活に影響がない景観に配慮した対応策は。

（企画調整課）
自然環境や市民生活を守ることが大前提であ

ることから、条例において禁止区域及び抑制区
域を定めるとともに、地域住民等を対象とした
説明会の開催を義務付けています。

　地域と調和する太陽光発電事業の普及
を図り、併せて市の良好な環境保全及び
災害防止並びに市民の安全安心な生活の
確保を目的に、太陽光発電設備の適正な
設置及び管理に必要な事項を定めるため
に条例を制定するものであり、審査中の
質疑応答は次のとおりです。

ＡＡ

Ｑ

市民福祉常任委員会市民福祉常任委員会
　条例の一部改正３件、財産の取得１件、工事契約の変更１件の議案が付託され、全て原案のとお
り可決すべきものと決定しました。

議案５件を審査し、全て可決すべきものと決定議案５件を審査し、全て可決すべきものと決定

田村地方衛生処理センター解体撤去工事
（２期工事）請負契約の変更について

減額の要因は。

（環境課）

　主な減額は産業廃棄物処分費ですが、その他
に埋め戻し材等の仕様変更により事業費を縮減
しています。

　事業費の精算に伴い、産業廃棄物処分費な
どの減額による請負契約を変更するものであ
り、審査中の質疑応答は次のとおりです。

ＡＡ

Ｑ

陳情２件を審査し、全て継続審査すべきものと決定陳情２件を審査し、全て継続審査すべきものと決定

産業建設常任委員会産業建設常任委員会
　請願１件が付託され、継続審査すべきものと決定しました。

行政区環境整備に対する区長裁量予算の確保に
ついて

　本請願は、常葉地域の行政区において、将来に渡
り持続可能な道水路及び河川の環境保全と快適な住
環境を維持するために、住民の意識高揚と負担軽減
を図る支援拡充を求めるものです。
　審査の過程において、常葉行政区のみならず、田
村市全体の問題であることから、各行政区の奉仕作
業の現状を見極めつつ、近隣市町村の状況なども参
考に、全庁的な検討が必要との意見が出されました。
　判断材料が不足しており、更なる調査を必要とす
るため、継続審査すべきものと決定しました。

請願１件を審査し、継続審査すべきものと決定請願１件を審査し、継続審査すべきものと決定

　２月２６日に藤倉航装株式会社船引工場
の取組みについて所管事務調査を実施しま
した。

所管事務調査所管事務調査

所管事務調査の様子所管事務調査の様子

田村地方衛生処理センター解体撤去工事の様子田村地方衛生処理センター解体撤去工事の様子
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委員長　二瓶　恵美子

各委員会は、次のとおり視察調査を行いました。
●総務文教常任委員会

各　委　員　会　視　察　調　査　報　告各　委　員　会　視　察　調　査　報　告

●市民福祉常任委員会 委員長　石井　忠重

●視察日　令和６年１０月１６日～１８日
●視察地 兵庫県加西市
　　　　　岡山県高梁市
●調査項目
　・兵庫県加西市
　　「コミュニティバス事業の取組みについて」
　　「ふるさと納税の取組みについて」
　・岡山県高梁市
　　「高梁市図書館を含む複合施設について」
　　「旧吹屋小学校の改修事業について」
●調査結果
　加西市では、交通弱者の足の確保、病院や公
共施設等へのアクセス利便性確保、公共交通不
便地域の解消を図っており、公共交通事業への
取組みやコミュニティバスの導入経過について
説明を受けました。
　ふるさと納税については、寄附金集め一辺倒
ではなく、寄附者と交流人口及び関係人口の増
加へつなげている取組みについて説明を受けま
した。

　高梁市では、複合施設の運営状況や廃校施
設の活用、運営状況について説明を受けまし
た。
　本市においても自動運転バスの導入や廃校
施設の利活用方法を検討していることから、
２市の施策は参考となる取組みであり、今後
の議会活動に向け、充実した視察となりまし
た。

高梁市役所前にて高梁市役所前にて

●視察日　令和６年１０月１日～３日
●視察地 三重県名張市
　　　　　三重県玉城町
　　　　　三重県津市
●調査項目
　・三重県名張市
　　「農福連携について」
　・三重県玉城町
　　「国民健康保険玉城病院の運営等について」
　・三重県津市
　　「防犯カメラ設置補助金制度について」
●調査結果
　名張市では、農業分野における障がい者雇用
への取組み組織の運営体制などについて説明を
受けました。
　玉城町では、本市で建設予定の市民病院と同
規模の病床数の公立病院を有しており、業務概
要や経営状況、診療状況などについて説明を受
けました。

津市では、犯罪のない安全で安心なまちづ
くりのため防犯カメラ設置補助金制度を導入
しており、導入までの経過や経費、導入後の
効果や今後の課題について説明を受けまし
た。
　農福連携事業や市民の安全安心につながる
事業については共通した課題であり、今回の
視察を基に今後の議会活動へ生かしていける
視察となりました。

名張市議場にて名張市議場にて
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●産業建設常任委員会

●視察日　令和６年１０月２３日～２５日
●視察地 広島県三次市
　　　　　広島県安芸高田市
　　　　　広島県安芸太田町
●調査項目
　・広島県三次市
　　「みよしＤＭＯについて」
　・広島県安芸高田市　
　　株式会社リビングファーム広島
　　「里山資源活用について」
　・広島県安芸太田町
　　「ヘルスツーリズム推進協議会について」
●調査結果
　三次市では、地域の「稼ぐ力」を引き出す
ことを目的に広島県内初の地域ＤＭＯに登録
された、みよしＤＭＯにおける取組みや今後
の課題について説明を受けました。
　安芸高田市では、放置竹林問題を解決する
ために開発された竹チップ堆肥の取組みや今
後の展開について説明を受けました。

　安芸太田町では、町内にある資源を最大限
に活用し、ヘルスツーリズム（健康保持増進
旅行）を中心に進めている観光戦略について
説明を受けました。
　３自治体とも民間と行政のすみ分けがしっ
かりとされている点や関係団体と連携した取
組みなどが顕著であり、今後の議会活動に向
けて充実した視察となりました。

三次市議場にて三次市議場にて

●議会運営委員会

●視察日　令和７年１月１６日～１７日
●視察地 群馬県伊勢崎市
　　　　　東京都武蔵野市
●調査項目
　・群馬県伊勢崎市
　　「議会改革及び議会運営について」
　・東京都武蔵野市
　　「議会改革の取組みについて」
　　「武蔵野市議会ＢＣＰについて」
●調査結果
　２自治体は議会改革及び議会運営において
先進的な活動をしており、その取組みについ
て説明を受けました。
　本市においても取り組むべき参考事例が多
く見られ、今後の議会活動に向け、充実した
視察となりました。

伊勢崎市議場にて伊勢崎市議場にて

委員長　佐藤　重実

委員長　渡邉　照雄 ●広報委員会

那須町議場にて那須町議場にて

委員長　遠藤　雄一

●視察日　令和６年１１月１１日
●視察地 栃木県那須町
●調査項目
　・栃木県那須町
　　「議会広報紙について」
●調査結果
　那須町は、全国町村議会議長会広報コン
クールにおいて受賞歴があり、議会広報
紙発行に係るスケジュールや紙面構成、
広報モニターについて説明を受けました。
今後は今回の視察調査を参考にした、紙

面構成やレイアウト、写真やイラスト等
の活用などについて検討し、市民に分か
りやすく、読みやすい紙面づくりを目指
していきます。
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船引高校　２年

渡邊　迦さん

「 デュアル実習成果
　発表会を終えて 」
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６月１０日（火）初日（招集日）
　会期の決定、提案理由の説明など

６月１２日（木）一般質問
６月１３日（金）一般質問
６月１６日（月）一般質問

６月 1 ７日（火）総括質疑、議案等の常任委員会付託
各常任委員会審査

６月１８日（水）予算常任委員会審査

６月２０日（金）最終日
　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

シリーズシリーズ 若者の声若者の声シリーズシリーズ 市民の声市民の声

　私はデュアルコースを選択しています。前期実習では、
販売業での品出し作業を通して、工夫する力とビジネスマ
ナーを身に付けることができました。また後期実習では製
造業を体験し、一つの作業に取り組む集中力や忍耐力を向
上させることができました。さらに、作業員の方への報告・
連絡・相談も怠らずにできるようになりました。
　2月 19日に行われた「デュアル実習成果発表会」では、
これらの経験を「日常から仕事につながる力」というテー
マで発表することが出来ました。体験談をもとに、実習で
身に付けた力が日常と仕事の場面でどのように活かされて
いるか、伝えることが出来たと思います。

田村市船引町

川音　瑞貴さん

「開業の苦労と感謝」

私は、令和4年8月に行政書士として開業いたしました。
　開業と一言でいうと簡単ですが、実際は今もって苦労の
連続です。開業して数年ですが、ありがたいことに少しず
つ色々な方々からお声がかかるようになってきました。と
はいえ、経営者としてはまだまだ未熟です。なので周りの
優秀な経営者の方々に色々と相談することも多々あるので
すが、皆さん口をそろえて「最初は自分もそうだったよ」
とおっしゃいます。そう聞くと、私は経営者の誰もが通る
道を通っていて、それは裏を返せば、順調に進んでいって
いるからこその悩みなのかもしれないと思いました。
　これから進んでいくにつれ、様々な困難にぶつかるかと
は思いますが、周りの皆様に感謝しつつ乗り越えて行けた
ならと思っています。

　3 年生では、一つの企業で一
年を通して実習させて頂くので、
これまで身に付けた力を活用し
ながら、さらに新しい力を身に
付けるために頑張っていきたい
です。そして、実習の経験を将
来の進路活動に活かし、来年度
の成果発表でも聞いてくれる生
徒の方や企業の方、地域の方に
成果を伝えられるように頑張っ
ていきたいです。

◆発行　責任者：議長　大橋　幹一
◆編集：議会広報委員会
◆印刷： イシイ印刷

　６月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。
なお、傍聴予定日の当日に体調等がすぐれない際は、傍聴をご遠慮くださるようお願いいたします。詳し
くは議会事務局までお問い合わせください。

みずき わたなべ かい

【お問い合せ先】　田村市議会事務局
 〒 963-4393
　田村市船引町船引字畑添７６番地２
　電話：0247-81-1223
　市ホームページお問い合わせフォームなどをご利用ください。

活動の様子活動の様子

かわおと

≪広報委員会≫
〈委員長〉　　遠藤　雄一（前列左）
〈副委員長〉　吉田　一雄（前列右）
〈委　員〉後列左から 大河原孝志、佐藤　重実
                       　   管野　公治、蒲生　康博

業務の様子業務の様子

3月定例会の様子3月定例会の様子


